
病床機能再編支援事業について
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◼ 当事業は、地域医療構想の実現のため、療養病床又は一般病床を有する医療機関が、病床数の適正化に必
要な病床数（回復期を除く）の削減を行う場合、地域医療構想調整会議及び医療審議会の議論の内容等を踏ま
え削減病床に応じた給付金を支給する事業です。令和３年５月に「地域における医療及び介護の総合的な確保
の促進に関する法律」の一部が改正され、地域医療介護総合確保基金の対象事業として新たに位置づけられ
ました。

◼ 当事業は以下の給付金に区分されます。

① 単独支援給付金

医療機関が地域の関係者間の合意の上、地域医療構想に即した病床機能の再編を実施する場合、減少する病床数に応じて支給する給付金

② 統合支援給付金
複数の医療機関が地域の関係者間の合意の上、地域医療構想に即した病床機能再編を実施し統合する場合、統合に参加する医療機関に支給

する給付金

③ 債務整理支援給付金

②によって廃止とする医療機関の未返済の債務を、統合後に存続する医療機関が新たに融資を受けて返済する際の利子等に係る給付金

◼ このうち、東葛北部圏域で「単独支援給付金」について３医療機関から事業要望があったため御報告します。

【問合せ先】 医療整備課医療指導班  電話：043-223-3884  Mail：iryou-b@mz.pref.chiba.lg.jp 
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病床機能再編支援金の申請について（東葛北部圏域） 

１．医療機関名 

  医療法人 巻石堂病院 

２．病床削減時期 

  令和６年４月 

３．病床機能                                                   （単位：床） 

      

 平成 30年度 

病床機能報告 

令和元年度 

病床機能報告 

病床削減前 

稼働病床数 
病床削減数 

病床削減後 

許可病床数 

高度急性期      

急性期 ４０ ４０ ４０ １６ ２４ 

回復期      

慢性期      

休棟等      

合計 ４０ ４０ ４０ １６ ２４ 

４．病床削減理由 

   既存施設建替えにより最適な医療を提供出来るように体制の見直しを行い、病床稼働率を鑑みて病床数の適正化を行う。 

５．交付申請予定額 26,220千円 

平成 30年度対象３区分（高度急性期・急性期・慢性期）の病床稼働率 63.6％、一日平均実働病床数 25床 

一日平均実働病床数以下の削減病床 1床、対象３区分の一日平均実働病床数床までの減少数 15床 

対象 3区分の一日平均実働病床数までの減少に係る支給額 1,596千円×15床＝23,940千円 

一日平均実働病床数以下の削減に係る支給額 2,280千円× 1床＝ 2,280千円 

６．調整会議の結果 

   令和５年１１月１日に開催された東葛北部地域保健医療連携・地域医療構想調整会議において了承された。 
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病床機能再編支援金の申請について（東葛北部圏域） 

１．医療機関名 

  医療法人社団 松和会 小板橋病院 

２．病床削減時期 

  令和６年４月 

３．病床機能                                                   （単位：床） 

      

 平成 30年度 

病床機能報告 

令和元年度 

病床機能報告 

病床削減前 

稼働病床数 
病床削減数 

病床削減後 

許可病床数 

高度急性期      

急性期      

回復期      

慢性期 １１４ １１４ １１４ ２０ ９４ 

休棟等      

合計 １１４ １１４ １１４ ２０ ９４ 

４．病床削減理由 

    当院は昭和 61年に特例許可老人病院として開設してから今日まで慢性期機能の一翼を担ってきました。患者さんの病床環境の改善のため

に、多人数部屋を減らしかつ廊下幅を広げることとしました。そのために病床を削減する必要があります。これにより引き続き地域医療に貢

献できる病院をめざしたい。 

５．交付申請予定額  41,040千円 

平成 30年度対象３区分（高度急性期・急性期・慢性期）の病床稼働率 81％、一日平均実働病床数 92床、対象 3区分の一日平均実働病床数までの減少数 20床 

再編前の対象 3区分の稼働病床数から一日平均実働病床数までの減少分に係る支給額 2,052千円×20床＝41,040千円 

６．調整会議の結果 

   令和５年１１月１日に開催された東葛北部地域保健医療連携・地域医療構想調整会議において了承された。 
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病床機能再編支援金の申請について（東葛北部圏域） 

１．医療機関名 

  大川レディースクリニック 

２．病床削減時期 

  令和６年４月 

３．病床機能                                                   （単位：床） 

      

 平成 30年度 

病床機能報告 

令和元年度 

病床機能報告 

病床削減前 

稼働病床数 
病床削減数 

病床削減後 

許可病床数 

高度急性期      

急性期 １９ １１ １１ ９ ２ 

回復期      

慢性期      

休棟等      

合計 １９ １１ １１ ９ ２ 

４．病床削減理由 

   既存施設老朽化のため建て替え、及び婦人科手術・分娩の再開を検討していたが、出生数の減少及び分娩費の保険診療化が予定されており 

   資金確保の目途が経たない為、病床削減とすることとした。 

５．交付申請予定額  20,520千円 

平成 30年度対象３区分（高度急性期・急性期・慢性期）の病床稼働率 80％、対象３区分の一日平均実働病床数 15床、一日平均実働病床数以下の削減病床数 9床 

一日平均実働病床数から再編後の対象 3区分の許可病床数までの減少分に係る支給額 2,280千円×9床＝20,520千円 

６．調整会議の結果 

   令和５年１１月１日に開催された東葛北部地域保健医療連携・地域医療構想調整会議において了承された。 
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